
令和 7年度 第４回放課後等デイサービス連絡協議会議事録 

日 時 令和 8年１月 28日（水）１０：００～１２：００ 

場 所 今治市総合福祉センター ４F 多目的ホール１ 

出席者 おくらっこくらぶ おひさまきっず キート（今治北・今治南）ちゃぼとひよこ（延喜・かな

ん・しまなみ）ぽっぽ白鳩 サニー つくし なかよし学童クラブ はーもにー すばる（美

須賀・鳥生）ヘレンキッズ ゆいまーる（わんぴーす） りんぐ 発達みかんの木（あそびの

森・みかんの木・ユナイト）夢門塾ゆうゆう（中寺・日吉）発達 Rocoko めいめい パーソナ

ルアシスタント青空 東予こどもデイ青空壬生川 

司 会  記 録  

1．実地指導報告について 

（1）ちゃぼとひよこしまなみより 

   2名で来られた。平面図もとに施設内回り、消火器、運営規定等確認 

   4名分の契約までの流れ、出勤簿との整合性、金銭が発生する際の保護者への了承等確認 

   支援計画書を相談事業所に送付している一覧表の確認 

   虐待防止及び身体拘束適正化・感染症に関する指針、委員会の書類確認 

業務継続計画、BCP研修・訓練…特に平常時の対応について指導を受けた 

ヒヤリハットに関しては再発防止に向けた取り組みについて指導を受けた 

    

 

 (2) 発達みかんの木あそびの森より 

   平面図もとに手洗い場、備品等の確認 

   5名分の利用者ファイルの確認（家族支援・強度行動等加算のある利用者） 

   計画作成過程の話し合いの記録について確認 

   交付記録・交付日・送付状の保管について指導を受けた 

   欠席時対応加算・定員超過について指導を受けた 

 

2.放課後等デイサービスの現状に伴う課題について 

  （令和 7年 12月 3日開催の発達支援部会での内容報告及び、グループ協議） 

（1）各グループで事業所での困りごと（日数や利用の仕方）について話し合う 

 

（2）おくらっこくらぶ越智様よりスライド資料の説明 ＊別紙参照 

 

（3）おくらっこくらぶ越智様より事例報告 

  ①中 3男子…おくらっこくらぶでの落ち着いた過ごし方を見て、卒業を進めたがカタトニアのよう 

   な症状が出てしまった。卒業を焦ってはいけないと反省したケース 

  ②小 3男子…職員が一緒に他事業所の見学に行ったり、ダンス教室に同行したりして安心して 

   移行できたケース 

  ③小 4男子（強度行動障害あり）…日数 25日を 23日に減らせたケース 

   家ではテレビが好きでやめられない。服薬していることもあり、週 1回訪問看護のサービスを利用 

   し、事業所で使用しているワークをする。ワークの後にテレビを見る等訪看のなかでも療育を取り 

   入れてもらった。今では自分からテレビを消せるようになった。 

  ④高３男子（強度行動障害あり）…学校では脱走がある。デイでは好きなことができる。 

   休学して生活介護のサービスを使った（様々な機関、人、家族と話し合いを重ねた）。 

   練習を繰り返し、将来に向けた卒業ができた。卒業式は出席予定。 

 



（4）質疑応答 

質問不登校児童の送迎加算の取り方について 

回答往復分以外は難しい。時間によって保護者にお願いをしている。契約書に明記してはどうか？ 

 

質問事例④の休学して生活介護を利用すると決めたのはどのように決定にいたったのか？ 

回答学校に行きながら、大人のサービスを使うのは無理なので、休学か退学だった。本人が卒業式に出た 

  いということで休学。放デイで出来ることは好きなこと、楽しいこと。学校へ行ったら脱走してしま 

  い危険である。これでいいのか？と悩み、将来のことを考えて、学校、保護者、障がい福祉課にも 

  入ってもらって会議を重ね、生活介護の実習もして、様子を保護者に見てもらい、本人の生き様 

  を見てもらってから、保護者が決めた。 

 

（5）グループワーク・発表・まとめ 

・適正日数ではあるが、卒業に不安がある保護者が多い。 

・卒業後の情報を知らない。 

・連携できる事業所は強いと感じる。 

・もし加算が増えたら生活リズムの改善のための利用（不登校児）もできる。 

・母親の自己肯定感の低さが気になる。フォローが難しい。 

・学年の幅が広すぎて（低学年も中学生もいる）活動内容・行事計画が難しい。 

・中学生になるタイミングで意向を勧めている。 

・日数が多くなる要因は保護者の移行が強いので、相談員と話す場に放デイも入ってもいいのでは？ 

・移行前に将来に向けてのプランを伝えて安心して盛ることが必要。 

・強度行動障害支援加算や個別サポートⅠが急になくなることがある。判定基準について保護者と一緒に 

 評価出来たらよい。 

・子どもはもめるもの。支援者がいかに前向きな取り組みにできるかが大切。 

・移行につなげるために、私たちは色々なパイプで先を知っておかないといけない。 

・親の不安があるとはいえ、実際生活介護の利用は 15時 16時までが普通。今よりも早い。 

親離れも必要。 

 

3.今年度の反省と来年度の計画について 

 研修、事例検討など含め、ご協力ありがとうございました。 

 来年度、なかよし学童クラブさん、らびっつさんよろしくお願いします。 

 

4.その他 

・事業所紹介のデータ更新・新規の提出は 2月 10日までにお願いします。 

・サニー谷口さんより加算について情報共有 ＊別紙参照 

 担当者会以外のケース会は、計画に記載していれば関係機関連携加算が取れます。 

・のちはれスペースより不登校児向けの冊子作成しました。各学校においてもらっています。 

 愛媛県内の居場所・公的機関の情報が載っています。 

 

5.来年度の開催について 

 5月 12日（火）、7月 7日（火）、9月 15日（火）、2月（未定） 

 

 

 次回の放課後等デイサービス連絡協議会  

期日：令和 8年５月 12日（火）10：00～12：00  

今治市総合福祉センター 4階多目的ホール１ 

     

                                      



 


